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市内外 13 チームが出場
一支国カップソフトバレー交流大会

社説 iki shinpou

自
助
・
共
助
・
公
助

　
　
　
災
害
多
発
期
を
無
事
に

　
「
夏
至
の
雨
山
ほ

と
と
ぎ
す
聴
き
暮
ら

し
」。
　

　
二
十
四
節
気
の
一
つ

で
、
北
半
球
で
は
１
年

じ
ゅ
う
で
昼
が
最
も

長
く
、
夜
が
最
も
短

い
「
夏
至
」
が
21
日
に

過
ぎ
た
。
早
い
も
の
で

２
０
１
２
年
の
６
月
も

あ
と
１
週
間
余
り
と
な

り
、
今
年
の
前
半
が
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
今
年
は
、
壱
岐
な
ど

北
部
九
州
地
方
は
昨
年

よ
り
18
日
、
平
年
よ
り

3
日
遅
く
梅
雨
入
り

し
、
梅
雨
明
け
は
来
月
19
日
頃

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

が
梅
雨
本
番
の
蒸
し
暑
く
じ
め

じ
め
と
し
た
日
が
続
き
、
雨
が

し
と
し
と
と
降
る
日
に
は
、
冒

頭
の
俳
句
の
よ
う
な
世
界
が
、

目
の
前
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う

に
意
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
自
然
が
豊
か
な
の
で

あ
ろ
う
。
　

　
そ
ろ
そ
ろ
エ
ア
コ
ン
の
乾

い
た
涼
風
が
快
適
に
感
じ
ら

れ
る
頃
と
な
っ
た
。
今
夏
は
九

州
電
力
の
需
給
が
マ
イ
ナ
ス

2
・
2
％
と
厳
し
い
状
況
に
あ

る
た
め
、
原
発
の
稼
働
な
し
で

２
０
１
０
年
並
み
の
猛
暑
を
想

定
し
た
場
合
、
10
％
の
節
電
目

標
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
本
市

は
そ
の
設
定
区
域
に
は
入
っ
て

い
な
い
も
の
の
、
で
き
る
だ
け

節
電
に
協
力
し
た
い
も
の
―

と
、
今
夏
こ
そ
エ
ア
コ
ン
の
使

用
を
例
年
よ
り
は
減
ら
さ
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
、
台
風
５
号
の
進
路
を
気

に
し
な
が
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を

書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
予

想
さ
れ
て
い
る
梅
雨
明
け
の
頃

ま
で
、
梅
雨
末
期
の
長
雨
、
大

雨
に
よ
る
災
害
、
台
風
に
よ
る

災
害
な
ど
自
然
災
害
に
対
し
て

注
意
を
怠
る
こ
と
が
出
来
な
い

時
期
で
あ
る
。
各
家
庭
や
事
業

所
な
ど
で
も
防
災
対
策
、
「
い

ざ
！
」
と
い
う
時
の
連
絡
方
法

や
避
難
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も

今
一
度
、
機
会
を
と
ら
え
て
確

認
し
、
そ
れ
を
家
族
ら
と
徹
底

し
て
お
こ
う
。

　
今
年
の
後
半
が
ス
タ
ー
ト
す

る
折
り
返
し
の
日
・
７
月
１
日

は
、「
国
民
安
全
の
日
」
で
、
そ

の
日
か
ら
１
週
間
、「
全
国
安
全

週
間
」
が
実
施
さ
れ
る
。
そ
れ

は
交
通
事
故
や
火
災
、
労
働
災

害
、
水
難
事
故
、
自
然
災
害
な

ど
、
い
つ
・
ど
こ
で
発
生
す
る

か
予
想
で
き
な
い
出
来
事
、
災

害
、
驚
く
べ
き
事
態
の
発
生
で
、

毎
年
多
く
の
人
々
が
犠
牲
と
な

り
大
き
な
被
害
が
出
て
お
り
、

「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」

の
心
持
ち
で
、
我
が
家
・
学
校

（
仕
事
先
）
・
通
勤
、
通
学
な
ど

の
際
の
、
身
近
な
環
境
や
自
然

に
十
分
に
注
意
し
、
何
か
変
化

が
あ
れ
ば
壱
岐
警
察
署
や
市
役

所
、
消
防
署
に
連
絡
す
る
な
ど

し
て
、
防
げ
る
点
は
、
ま
さ
に

自
分
た
ち
の
気
配
り
で

｜

と
い

う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
県
壱
岐
振
興
局
で
先
日
、
県

災
害
対
策
壱
岐
地
方
連
絡
会
議

が
開
か
れ
、
災
害
の
被
害
の
説

明
な
ど
に
続
き
▽
防
災
・
減
災

は
自
助
・
共
助
・
公
助
の
総
合

力
▽
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

と
い
う
意
識
と
日
頃
か
ら
の
備

え
が
大
切
▽
組
織
は
も
ち
ろ

ん
。
個
人
も
危
機
管
理
を
と
訴

え
ら
れ
た
。

　
市
民
皆
で
身
の
回
り
の
安
全

に
つ
い
て
再
度
チ
ェ
ッ
ク
し
直

し
て
改
善
す
べ
き
点
は
改
善

し
、
自
然
災
害
多
発
期
を
無
事

に
心
明
る
く
過
ご
そ
う
。

◎
忌
明
寄
付

◎
寄
付

◎
工
事
入
札

◎
日
曜
営
業
【
7
月
1
日
】

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

○
お
た
ん
じ
ょ
う

●
お
く
や
み

慶
　
　
弔

（
11
日
～
17
日　

届
け
出
分
）

（
敬
称
略
）

今
大
会
の　
　

　
　

主
な
成
績

輝
く
若
さ
・
躍
動
感

４
校
対
抗
で
熱
戦
展
開

　

市
中
体
連
・
陸
上
、
相
撲
大
会　

　
市
中
学
校
体
育
連
盟
、
市
教

育
委
員
会
が
主
催
す
る
市
中
体

連
の
陸
上
・
相
撲
大
会
が
17

日
、
陸
上
は
郷
ノ
浦
町
、
大
谷

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
相
撲
は
芦
辺

町
、
芦
辺
中
学
校
で
開
か
れ
、

ど
の
選
手
た
ち
も
若
さ
と
躍
動

感
に
満
ち
溢
れ
た
プ
レ
ー
が
輝

い
て
い
た
。

　
梅
雨
に
よ
る
悪
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
が
心
配
さ
れ
た
が
、
天

候
に
恵
ま
れ
た
今
大
会
は
、
石

田
３
年
の
安
永
稜
太
く
ん
、
植

村
佳
世
さ
ん
２
人
の
力
強
い
選

手
宣
誓
で
開
幕
。
陸
上
は
男
女

37
種
目
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

　
一
方
、
相
撲
は
Ａ
Ｂ
２
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
団
体
戦
と
個
人

戦
が
行
わ
れ
、
団
体
Ａ
の
部
で

は
、
郷
ノ
浦
が
全
勝
で
優
勝
、

個
人
戦
は
竹
下
豪
起
く
ん
（
芦

辺
３
）
が
優
勝
し
た
。

　
壱
岐
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
（
福
田
豊
治
会
長
）
主

催
の
「
一
支
国
カ
ッ
プ
・
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」

が
16
日
、
17
日
の
両
日
、
石
田

町
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と

し
て
、
同
競
技
の
普
及
と
親
交

を
図
り
、
競
技
を
通
じ
て
地
域

間
の
交
流
と
親
睦
、
融
和
を
深

め
、
愛
好
者
の
健
康
と
体
力
向

上
の
一
助
に
、
ま
た
本
市
の
交

流
人
口
の
増
加
、
活
性
化
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
１
競
技

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
。

　
今
年
で
10
回
目
、
一
支
国

カ
ッ
プ
と
し
て
３
回
目
の
同

交
流
大
会
に
は
、
全
国
大
会
で

活
躍
し
て
い
る
大
阪
の
チ
ー

ム
を
は
じ
め
、
雲
仙
や
佐
世
保

な
ど
市
内
外
か
ら
、
シ
ル
バ
ー

（
50
、
60
歳
以
上
）、
ね
ん
り
ん

（
60
歳
以
上
）
の
２
部
門
に
13

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
、
選
手
た

ち
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
に
も
激
し
さ
や

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
好
ゲ
ー

ム
を
展
開
し
た
。
シ
ル
バ
ー
の

部
は
西
海
パ
ー
ル
ズ
（
佐
世
保

市
）、
ね
ん
り
ん
の
部
は
雲
仙

が
ま
だ
す
（
雲
仙
市
）
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
た
。
準
優
勝
は
シ

ル
バ
ー
・
南
島
原
Ａ
（
南
島
原

市
）、
ね
ん
り
ん
・
大
阪
さ
く

ら
Ａ
（
枚
方
市
）。

　
ま
た
、
大
会
に
は
壱
岐
商
業

高
校
の
吹
奏
楽
部
が
開
会
式

で
演
奏
し
て
ム
ー
ド
の
盛
り

上
げ
に
一
役
買
い
、
同
高
校
の

女
子
生
徒
た
ち
が
裏
方
の
作

業
の
補
助
員
と
し
て
参
加
、
大

会
運
営
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な

も
の
と
し
た
。

【
陸
上
】

◎
男
子

▼

1
0
0
㍍
▽
1
年
①
岩
永

康
平
（
芦
）
13
秒
5
②
品
川
貴

昭
（
勝
）
③
白
石
彪
雅
（
芦
）

▽
2
年
①
下
条
卓
（
郷
）
12
秒

8
②
日
髙
裕
太
（
芦
）
③
田
中

大
成
（
芦
）
▽
3
年
①
長
嶋
泰

之
（
芦
）
12
秒
0
②
中
上
友

星
（
勝
）
③
白
川
遼
馬
（
勝
）

▼
共
通

2
0
0
㍍
①
長
嶋
泰

之
（
芦
）
24
秒
6
②
中
上
友

星
（
勝
）
③
田
口
諒
祐
（
勝
）

▼
共
通

4
0
0
㍍
①
岩
井
翔

吾
（
石
）
57
秒
6
②
山
本
俊
育

（
芦
）
③
益
川
洋
武
（
郷
）
▼

共
通

8
0
0
㍍
①
吉
田
裕
矢

（
郷
）
2
分
16
秒
0
②
平
間
千

広
（
郷
）
③
呼
子
倫
己
（
郷
）

▼
1
5
0
0
㍍
▽
1
年
①
末
永

竜
也
（
郷
）
4
分
53
秒
4
②
坂

口
恵
一
朗
（
郷
）
③
篠
﨑
楓
（
勝
）

▽
2
年
①
末
永
勝
（
郷
）
4
分

43
秒
8
②
竹
原
優
也
（
郷
）
③

高
川
翼
（
郷
）
▽
3
年
①
崎
長

雅
史
（
郷
）
4
分
31
秒
1
②
篠

﨑
翔
太
（
勝
）
③
福
川
剛
士
（
石
）

▼
共
通
3
0
0
0
㍍
①
崎
長
雅

史
（
郷
）
9
分
51
秒
7
②
篠
﨑

翔
太
（
勝
）
③
福
川
剛
士
（
石
）

▼
1
0
0
㍍
ハ
ー
ド
ル
▽
低
学

年
①
宮
橋
竜
生
（
郷
）
15
秒
8

②
長
島
輝
（
勝
）
③
川
村
知
輝

（
勝
）
▽
共
通
①
辻
智
実
（
勝
）

17
秒
3
②
白
石
大
晟
（
石
）
③

長
島
幸
輝
（
郷
）
▼
共
通
走
り

幅
跳
び
①
島
永
利
伸
5
㍍
35
㌢

②
益
川
洋
武
（
郷
）
③
久
間
俊

平
（
郷
）
▼
共
通
三
段
跳
び
①

平
本
拓
也
（
郷
）
11
㍍
20
㌢
②

吉
本
歩
（
郷
）
③
竹
田
亮
成
（
郷
）

▼
共
通
砲
丸
投
げ
①
松
永
幸
太

郎
（
芦
）
8
㍍
63
㌢
②
西
拓
哉

（
芦
）
③
山
川
達
也
（
郷
）
▼

共
通
走
り
高
跳
び
①
長
嶋
郁
弥

（
郷
）
1
㍍
67
㌢
②
土
肥
太
一

（
勝
）
③
小
濱
千
尋
（
郷
）
▼

4
0
0
㍍
リ
レ
ー
▽
低
学
年
①

郷
ノ
浦
52
秒
1
②
勝
本
③
芦
辺

▽
1
年
①
郷
ノ
浦
53
秒
2
②
芦

辺
③
勝
本
▽
2
年
①
郷
ノ
浦
50

秒
0
②
勝
本
③
芦
辺
▽
共
通
①

勝
本
48
秒
3
②
郷
ノ
浦
③
芦
辺

◎
女
子

▼

1
0
0
㍍
▽
1
年
①
後
藤

章
歩
（
郷
）
14
秒
6
②
樗
木
友

香
（
勝
）
③
今
西
里
奈
（
石
）

▽
2
年
①
竹
尾
保
香
（
芦
）
14

秒
2
②
山
下
奈
々
（
石
）
③
西

村
麗
（
郷
）
・
冲
田
莉
奈
（
郷
）

▽
3
年
①
大
曲
美
香
（
芦
）
13

秒
9
②
小
林
未
奈
（
勝
）
③
田

島
穂
波
（
石
）
▼
共
通
2
0
0

㍍
①
小
林
未
奈
（
勝
）
29
秒
4

②
大
曲
美
香
（
芦
）
③
原
田
華

恋
（
郷
）
▼

8
0
0
㍍
▽
1

年
①
西
本
侑
弥
（
郷
）
2
分
35

秒
1
②
益
川
波
未
瑠
（
郷
）
③

大
久
保
舞
香
（
芦
）
▽
2
年
①

加
藤
浩
美
（
勝
）
2
分
36
秒
5

②
石
見
瑞
稀
（
石
）
③
市
山
杏

奈
（
郷
）
▽
3
年
①
殿
川
桃
香

（
勝
）
2
分
33
秒
7
②
熊
谷
萌

（
郷
）
③
竹
口
美
優
（
郷
）
▼

共
通

1
5
0
0
㍍
①
殿
川
桃

香
（
勝
）
5
分
9
秒
9
②
加
藤

浩
美
（
勝
）
③
西
本
侑
弥
（
郷
）

▼
低
学
年
80
㍍
ハ
ー
ド
ル
①
冲

田
莉
奈
（
郷
）
14
秒
7
②
板
川

瑞
季
（
石
）
③
大
久
保
真
紀
（
勝
）

▼
共
通
1
0
0
㍍
ハ
ー
ド
ル
①

竹
藤
加
那
子
（
郷
）
18
秒
2
②

熊
谷
萌
（
郷
）
③
横
山
理
子
（
郷
）

▼
共
通
走
り
幅
跳
び
①
久
田
紗

亜
弥
（
郷
）
4
㍍
31
㌢
②
西
村

麗
（
郷
）
③
吉
田
め
い
（
勝
）

▼
共
通
砲
丸
投
げ
①
坂
本
彩
弥

香
（
勝
）
9
㍍
14
㌢
②
高
田
夕

里
花
（
郷
）
③
米
田
愛
奈
（
芦
）・

下
堀
樹
奈
（
石
）
▼
共
通
走
り

高
跳
び
①
岡
部
真
沙
希
（
郷
）

1
㍍
30
㌢
②
花
岡
海
（
郷
）
③

八
藤
利
恵
（
郷
）
▼
4
0
0
㍍

リ
レ
ー
▽
低
学
年
①
郷
ノ
浦
57

秒
7
②
芦
辺
③
石
田
▽
1
年
①

郷
ノ
浦
58
秒
3
②
芦
辺
③
勝
本

▽
2
年
①
芦
辺
57
秒
0
②
石
田

③
郷
ノ
浦
▽
共
通
①
郷
ノ
浦
56

秒
7
②
石
田
③
芦
辺

【
相
撲
】

▼
団
体
▽
Ａ
①
郷
ノ
浦
②
芦
辺

③
石
田
▽
Ｂ
①
石
田
②
芦
辺
③

郷
ノ
浦
▼
個
人
①
竹
下
豪
起

（
芦
辺
3
年
）
②
久
間
遼
（
郷

ノ
浦
3
年
）
③
大
久
保
和
真
（
勝

本
3
年
）

▽
主
要
地
方
道
勝
本
石
田
線
道

路
改
良
（
水
文
調
査
委
託
）
＝

１
、４
０
０
、０
０
０
円
・
（
株
）

高
松
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
壱

岐
営
業
所

▽
谷
江
地
区
地
す
べ
り
対

策
（
調
査
業
務

委
託
）

＝

２
１
、４
１
０
、０
０
０
円
・
大

栄
開
発
（
株
）

▽
谷
江
川
水
系
河
川
小
規
模
改

修
＝
３
、
８
４
５
、
０
０
０
円
・

松
坂
土
木
（
株
）

▽
幡
鉾
川
水
系
河
川
小
規
模
改

修
＝
２
、
６
９
９
、
０
０
０
円
・

（
株
）
大
拓

▽
主
要
地
方
道
郷
ノ
浦
沼
津
勝

本
線
道
路
改
良
（
沈
下
観
測
委

託
）
＝
３
、９
５
０
、０
０
０
円
・

（
株
）
壱
岐
測
量
設
計

▽
一
般
県
道
湯
ノ
本
芦
辺

線
他
５
線
道
路
改
良
（
資

料
作
成
業
務
委
託
）
＝

１
４
、２
０
０
、０
０
０
円
・
豊

福
設
計
（
株
）

▽
一
般
県
道
郷
ノ
浦
芦
辺
線
道

路
改
良
（
測
量
委
託
）
＝
３
、

５
５
０
、０
０
０
円
・
（
株
）
ア

ス
テ
ッ
ク

《
俳
句
　
島
を
詠
む
　
六
月
④
》

夏
服
の
襟
に
物も
の
も思
ふ
の
ど
ぼ
と
け
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
目
良
　
奈
々
月

　

私
に
は
稀
な
人
物
描
写
の
句
で
す
。
白
の
開
襟
シ
ャ
ツ

よ
り
覗
く
男
子
の
喉
仏
（
の
ど
ぼ
と
け
）
は
、
ま
だ
未
完

成
故
に
美
し
く
も
。
学
生
時
代
に
し
か
適
（
か
な
）
は
ぬ

夢
を
追
い
か
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
こ
の
句
の
モ
デ
ル

は
壱
岐
高
在
学
中
の
バ
レ
ー
部
の
北
島
武
選
手
で
し
た
。

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
平
川
颯
馬
（
そ
う
ま
）
ち
ゃ

ん
／
祐
司
・
片
原
触

▽
大
島
颯
波
（
そ
う
は
）
ち
ゃ

ん
／
裕
之
・
片
原
触	

【
芦
辺
町
】

▽
谷
口
暖
佳
（
は
る
か
）
ち
ゃ

ん
／
利
一
・
深
江
本
村
触

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
藤
本
万
一
さ
ん
（
85
）
坪
触

【
芦
辺
町
】

▽
池
内
タ
ツ
子
さ
ん
（
89
）
諸

吉
東
触

▽
郷
ノ
浦
町
本
村
触
、
長
谷

川
嗣
仁
（
亡
母
春
子
）
・
市

社
協
郷
ノ
浦
事
業
所
、
大
里

公
民
館
へ
▽
郷
ノ
浦
町
麦

谷
触
、
野
田
英
記
（
亡
父
光

孝
）
・
市
社
協
郷
ノ
浦
事
業

所
へ

▽
石
田
町
久
喜
触
、
立
石
泰

（
亡
父
一
郎
）・
市
社
協
石
田

事
業
所
、
久
喜
公
民
館
、
同

老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
江
田
邦
夫
氏
（
市
学
校
保
健

会
会
長
）
・
忌
明
寄
付
と
し
て

１
０
０
、０
０
０
円
を
石
田
小
学

校
へ
、
５
０
、
０
０
０
円
を
石

田
幼
稚
園
へ

【
石
田
町
】

▽
久
原
武
（
た
け
る
）
ち
ゃ
ん

／
義
和
・
筒
城
仲
触

▼
郷
ノ
浦
町
▽
辻
川
石
油
▽
永

富
石
油

▼
勝
本
町
▽
村
川
石
油
▽
江
見

石
油

▼
芦
辺
町
▽
中
野
石
油
▽
市
山

石
油

▼
石
田
町
▽
江
口
石
油


